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「
高
田
公
園
の
ア
ジ
サ
イ
」（
撮
影
：
広
報
対
策
部
会
　
関
川
雅
夫
）

　

去
る
五
月
二
十
六
日
、
平
成
二
十
九
年
度
公
益
社
団
法
人
上
越
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
役
員
に
選
任
さ
れ
、
そ
の

後
の
理
事
会
で
理
事
長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
二
年
間
こ
の
職
を
務

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、
提
案
し
た
平
成
二
十
八
年
度
の
決

算
に
お
い
て
受
託
事
業
と
人
材
派
遣
事
業
の
合
計
で
の
契
約
金
額
は
、
四

億
七
三
〇
〇
万
円
余
と
な
り
、前
年
度
ま
で
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

国
に
お
け
る
労
働
者
派
遣
事
業
推
進
の
流
れ
を
受
け
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
も
派
遣
事
業
の
拡
大
に
努
め
た
結
果
、
決
算
に
お
い
て
僅
か

な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
黒
字
と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
会
員
一
人
ひ
と
り
の
ご
努
力
の
お
蔭
で
あ
る
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
目
的
と
し
て
、「
高
齢
者
の
生
き
が
い
の

充
実
」
に
あ
る
こ
と
は
無
論
で
あ
り
ま
す
が
、
も
う
一
つ
重
要
な
柱
と
し

て
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」、
す
な
わ
ち
高
齢
者
が
地
域
社
会
の
担
い
手

と
し
て
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
維
持
発
展
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
市
内
で
社
会
問
題
化
し
て
い
る
空
き
家
管
理
、
働
く
女
性
を

支
援
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
そ
の
他
軽
易
な
介
護
業
務
等
「
地
域
の

お
役
に
立
つ
事
業
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
新
し
く
選
任
さ
れ
た
役
職
員
が
先
頭
に
立
っ
て
当
セ
ン
タ
ー

の
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
度
に
あ
た
っ
て

理
事
長　

井
　
部
　
博
　
光

上越市シルバー人材センター機関紙
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平
成
二
十
九
年
度�

公
益
社
団
法
人
定
時
総
会
の
概
要

　

公
益
社
団
法
人
上
越
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
五
月
二
十
六

日
、
会
員
百
六
十
四
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
挨
拶
で
井
部
理
事
長
は
、
関

係
機
関
、
事
業
所
、
地
域
住
民
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
、
ご

協
力
に
対
し
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

来
賓
各
位
に
今
後
の
ご
指
導
ご
支
援
を

要
請
し
ま
し
た
。　

当
日
は
来
賓
と
し

て
上
越
市
長 

村
山

秀
幸
様
、
上
越
市
議

会
議
長 

内
山
米
六

様
、
上
越
公
共
職
業

安
定
所 

統
括
職
業
指
導
官 

飯
塚
義
孝

様
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
事
務
局
よ
り
議
長
選
出

の
提
案
が
あ
り
、
中
郷
区
の
古
川
春
雄

氏
が
満
場
の
同
意
を
得
て
議
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
定
足
数
の
報
告　

事
務
局
長
よ
り
、

総
会
当
日
の
会
員
数

は
千
八
十
七
名
、
定

足
数
は
そ
の
二
分
の

一
の
五
百
四
十
四
名

で
あ
り
、
本
日
の
出
席
者
数
は
八
百
五

十
六
名（
う
ち
本
人
出
席
百
六
十
四
名
、

委
任
状
六
百
九
十
二
名
）
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
議

長
は
総
会
の
成
立
を
告
げ
た
。

　
議
事
録
署
名
人

　

議
長
よ
り
定
款
第
二
十
一
条
第
二
項

の
規
程
に
よ
り
議
長
と
出
席
し
た
代
表

理
事
が
署
名
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
議
案
の
審
議

　

報
告
第
一
号
「
平
成
二
十
八
年
度
収

支
補
正
予
算
の
報
告
に
つ
い
て
」
事
務

局
長
よ
り
補
正
額
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
こ
の
結
果
、
正
味
財
産
期

末
残
高
が
百
六
十
五
万
円
の
増
額
と

な
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
こ

の
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
理
事
会
で
の

承
認
を
得
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
八

年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
」、
第
二
号

議
案
「
平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告
に

つ
い
て
」
及
び
「
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

を
議
題
と
し
て
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、

質
疑
も
な
く
、
両
議
案
と
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
報
告
第
二
号
「
平
成
二
十
九

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
報
告

に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
提
案
説
明

が
行
わ
れ
、
説
明
の
後
、
こ
の
内
容
に

つ
い
て
は
既
に
理
事
会
で
の
承
認
を
得

て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
第
三
号
議
案
「
定
款
の
一

部
変
更
に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
提

案
説
明
が
行
わ
れ
、
質
疑
の
後
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
第
四
号
議
案
「
役
員
の
選
任

に
つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
提
案
説
明

が
行
わ
れ
、
質
疑
も
な
く
、
新
た
な
役

員
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
十
年
会
員
表
彰

　

永
年
の
ご
苦
労
に
対
し
今
年
度
は
四

十
二
名
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
、
会
員
を
代
表
し
て
田
澤

光
雄
さ
ん
（
下
門
前
）
に
理
事
長
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
総
会

を
最
後
に
役
員
を
退

任
さ
れ
る
高
橋
辰
吉

氏
（
頸
城
区
）
に
対

し
、
井
部
理
事
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

内山市議長

飯塚指導官

　

理
事
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
理
事
十
五
名
、
監
事
二
名
が
総
会

で
承
認
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
理
事
会

で
互
選
の
結
果
、
理
事
長
に
井
部
博
光

氏
、
副
理
事
長
に
戸
倉
稔
氏
、
常
務
理

事
に
事
務
局
長
の
矢
澤
正
勝
氏
が
再
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

◆
役
員
の
氏
名
◆

○
理
事
（
十
五
名
）・
敬
称
略

　

井
部　

博
光
（
北
城
町
一
）

　

戸
倉　
　

稔
（
仲
町
二
）

　

細
川　

昭
雄
（
昭
和
町
一
）

　

杉
田　
　

久
（
大
潟
区
）

　

宮
下　

俊
貞
（
板
倉
区
）

　

小
島　

弘
子
（
子
安
新
田
）

　

三
上
千
加
子
（
寺
町
一
）

　

高
山
精
次
郎
（
安
江
二
）

　

長
田　

久
夫
（
春
日
野
二
）

　

古
川　

春
雄
（
中
郷
区
）

　

小
出　

悦
男
（
柿
崎
区
）

　

池
田　
　

勝
（
上
中
田
）

　

池
田
あ
や
子
（
南
高
田
町
）

　

横
田　
　

一
（
富
岡
）

　

矢
澤　

正
勝
（
南
高
田
町
）

○
監
事
（
二
名
）

　

小
嶋
美
知
子
（
灰
塚
）

　

宮
下　

敬
一
（
大
手
町
）

ソ
ー
イ
ン
グ
班
準
備

退
任
さ
れ
た
高
橋
理
事

新
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
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十
年
間
の
思
い
と
お
礼

福
原
　
幸
市

（
春
日
山
町
三
）

　

風
薫
る
五
月
に
晴
れ
て
十
年
表
彰
と

記
念
品
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
指
導
と
お
客

様
の
お
蔭
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
定

年
退
職
し
て
毎
日
が
サ
ン
デ
ー
と
い
う

目
標
の
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、友
人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
こ
と
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し
た
。
冬

囲
い
、庭
木
剪
定
の
指
導
を
受
け
た
り
、

現
在
は
特
養
の
施
設
で
宿
日
直
の
仕
事

を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
緊
張
の
勤
務
で
す

が
、
無
事
に
終
了
し
て

の
退
社
は
達
成
感
で
一

杯
で
す
。
こ
れ
が
生
き

が
い
で
す
。
お
客
様
に

対
し
質
の
高
い
仕
事
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
心

掛
け
、
自
主
自
立
共
働

共
助
の
理
念
に
徹
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
、
仕

事
に
責
任
が
持
て
る
限

り
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

第
10
回

就
業
先
拝
見

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
で
働
い
て
ま
す

竹
内
ヨ
シ
エ
（
大
潟
区
）

　

シ
ル
バ
ー
の
派
遣
事
業
で
苺
園
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
る
こ

と
全
て
が
初
め
て
の
仕
事
で
不
安
と

楽
し
み
の
毎
日
で
す
。
苺
を

植
え
た
後
、
葉
欠
き
を
し
肥

料
を
や
る
仕
事
で
す
。
青
空

の
下
、
爽
や
か
な
風
と
甘
い

香
り
の
中
で
の
仕
事
に
幸
せ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

小
島
シ
ゲ
子
（
大
潟
区
）

　

今
、
私
達
は
甘
い
美
味
し
い
香
り

の
苺
園
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
の
中
で
苺
の
ラ
ン
ナ
ー
を
洗
っ

若
い
社
員
さ
ん
に
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
い
い
で
す
ね
」
等
と
言
っ

て
い
た
だ
き
気
を
良
く
し
て
お
り
ま

す
。
店
内
を
歩
き
回
り
ま
す
の
で
、

知
ら
ず
に
運
動
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
若
く
、
明
る
い

社
員
さ
ん
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
、

気
持
ち
だ
け
は
若

く
、「
助
か
っ
て
い

る
よ
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
感
謝

田
澤
　
光
雄

（
下
門
前
）

　

私
は
定
年
退
職
後
、
第
二
の
人
生
の

仕
事
に
友
人
の
勧
め
で
入
会
し
ま
し
た
。

直
ち
に
市
の
施
設
で
の
管
理
作
業
へ
の

就
業
の
お
話
が
あ
り
、
不
安
で
は
あ
り

ま
し
た
が
諸
先
輩
の
ご
指
導
と
同
僚
の

ご
協
力
で
五
年
間
就
業
し
ま
し
た
。
次

の
就
業
先
も
市
の
施
設
で
の
管
理
人
の

仕
事
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

互
助
会
主
催
の
各
事
業「
旅
行
、納
涼
会
、

忘
年
会
」
等
に
出
来
る
だ
け
参
加
し
、

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
色
々
学
ぶ
事
が
多
く
、
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
健
康

第
一
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
は
自
己

管
理
と
規
則
正
し
い

生
活
を
送
り
、
体
力

の
続
く
限
り
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
十
年
表
彰
と

記
念
品
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

十
年
会
員
表
彰
を
受
け
て

て
熱
湯
消
毒
し
、
ポ
ッ
ト
の
中
に
植

え
る
作
業
で
す
。ラ
ン
ナ
ー
を
切
る
時
、

洗
う
時
は
気
を
使
い
ま
す
が
翌
日
が

楽
し
み
で
す
。
明
日
も
頑
張
ろ
う
！

富
岡
恵
美
子
（
大
潟
区
）

　

今
ま
で
に
な
い
初
め
て
の

仕
事
で
楽
し
く
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
を
取
り

に
ハ
ウ
ス
に
入
る
と
苺
の
甘

い
香
り
が
心
地
よ
く
仕
事
も

捗
り
ま
す
。
苺
園
で
は
お
客

様
が
幸
せ
に
、
笑
顔
に
な
る
よ
う
に

と
願
を
込
め
て
作
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
私
た
ち
も
そ
の
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

仕
事
で
元
気
に

荻
原
ハ
ル
エ

（
寺
町
三
）

　

カ
ー
用
品
販
売
の
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ

ト
で
商
品
の
品
出
し
作
業
を
一
週
間

に
一
度
や
っ
て
お
り
ま
す
。
お
話
し

を
い
た
だ
い
た
時
は
、
シ
ル
バ
ー
年

齢
の
私
に
馴
染
み
の
な
い
商
品
な
の

で
果
た
し
て
出
来
る
だ
ろ
う
か
？
と

心
配
で
し
た
。
今
回
こ
の
用
品
の
定

位
置
を
覚
え
て
も
一
週
間
ぶ
り
に
行

く
と
忘
れ
て
い
た
り
、
新
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
な
っ
て
い
た
り
で
、そ
の
都
度
、
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シ
ル
バ
ー
農
園

　

有
機
栽
培
農
法
に
「
の
ろ
し
」
を

あ
げ
て
か
ら
三
年
目
に
突
入
し
た
シ

ル
バ
ー
菜
園
グ
ル
ー
プ
で
す
。
事
務

局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
少
人
数

で
は
あ
り
ま
す
が
「
融
和
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

十
六
品
種
の
野
菜
を
栽
培
し
、
収
穫

を
目
指
し
て
天
気
の
良
い
午
前
中
に

作
業
し
て
い
ま
す
。

　

皆
、
農
業
に
は
無
縁
の
「
素
人
」

の
集
ま
り
で
、「
あ
あ
で
も
な
い
、

こ
う
で
も
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
仲
間
内
で
は
細
か

な
ル
ー
ル
も
な
く
作
業
日
も
個
々
の

錬
成
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
現
在
メ

ン
バ
ー
は
男
性
六
名
、
女
性
三
名
の

九
名
。
筆
耕
を
注
文
さ
れ
る
お
客
様

の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、「
丁

寧
に
、
心
を
こ
め
て
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
仲
間
同
士
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

書
道
や
習
字
に
興
味
の
あ
る
方
、

仲
間
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込

み
・
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
池
田
ま

で
。（
見
学
も
可
）

（
☎
５
２
２
─
２

８
１
２
）

シ
ニ
ア
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

�

出
店
し
ま
せ
ん
か
！

　

今
年
度
も
シ
ニ
ア
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
シ
ル
バ
ー
事
業
と
し
て
六
月
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。
原
則
、
十
月
ま
で

の
毎
月
第
二
土
曜
日
の
午
前
中
開
催
し

ま
す
が
、
シ
ニ
ア
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
シ
ル
バ
ー
事

業
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
絶
好
の

機
会
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
家
庭
で

採
れ
た
野
菜
や
手
作
り
の
手
芸
品
等
、

自
慢
の
品
で
是
非
出
店
し
て
下
さ
い
。

　

出
店
す
る
場
合
、
一
般
の
会
員
の
出

店
料
は
無
料
で
す
が
、
開
催
日
の
三
日

前
ま
で
に
出
店
届
を
シ
ル
バ
ー
事
務
所

（
本
所
・
支
所
）
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
日
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

お
問
合
わ
せ
は
事
務
局
（
池
田
・
相

澤
）
ま
で
。（
☎
５
２
２
─
２
８
１
２
）

　
熱
中
症
の
季
節
で
す

�

「
熱
中
症
見
舞
金
制
度
」

　

今
年
の
夏
も
暑
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
熱
中
症
の
発
生
は
七
月

か
ら
八
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
で
は
、
現
在
、
就
業
中
に

熱
中
症
に
か
か
っ
た
時
に
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
る
「
熱
中
症
見
舞
金
制
度
」
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
夏
も
酷
暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

夏
を
迎
え
、
改
め
て
会
員
一
人
ひ
と

り
が
熱
中
症

を
正
し
く
理

解
し
、
予
防

に
努
め
て
下

さ
い
。

　
見舞金の対象と金額
死亡見舞金 10万円
入院見舞金

（２泊３日以上） ５万円
入院見舞金
（１泊２日） ３万円

＊�これは見舞金の制度であり、
病院で治療を受けても傷害
保険適用はありません。

＊�詳しくは事務局（池田・丸山）
までお問い合わせ下さい。

（☎522−2812）

仲間募集

【今後の開催日】
　８月12日㈯
　９月９日㈯
　10月21日㈯＊第３週
【時　間】
　午前９時30分～11時30分
【場　所】
　雁木通りプラザ公園（本町３）
＊�出店届は本所、支所等にあり
ます

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」

と
「
塩
分
の
補
給
」

予
定
に
合
わ
せ
た
活
動
で
す
が
、
そ

れ
な
り
の
収
穫
も
あ
り
シ
ル
バ
ー
本

所
前
販
売
所
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

南
三
祭
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
一

同
、「
悪
戦
苦
闘
な
く
し
て
、
道
開

け
ず
」
の
思
い
で
す
。
よ
ろ
し
か
っ

た
ら
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？　

新
た
な
「
出
会
い
」
が
生
ま
れ
、
有

意
義
な
余
暇
活
動
の
日
々
を
過
ご
せ

る
で
し
ょ
う
。（
栽
培
活
動
以
外
に
茶

会
、
料
理
会
も
あ
り
）。
代
表・
今
井

仁（
清
里
区
寺
脇
）

　

お
問
合
わ
せ
は

事
務
局
（
池
田
・

相
澤
）
ま
で
。（
☎

５
２
２
─
２
８
１
２
）

筆
耕
「
錬
成
会
」

　

今
や
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
1
億

人
を
超
え
、
お
正
月
に
届
く
年
賀
状

の
宛
名
の
ほ
と
ん
ど
が
印
刷
に
よ
る

こ
の
時
代
に
、
温
か
み
の
あ
る
美
し

い
手
書
き
の
毛
筆
文
字
に
拘
る
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
、
午
前

九
時
三
〇
分
か
ら
二
時
間
、
本
所
会

議
室
で
封
筒
の
宛
名
書
き
や
、
賞
状

全
文
書
き
の
練
習
し
て
い
る
「
筆
耕
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九
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）」、
第
五
号

議
案
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
事
務

長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
質
疑
の
後
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
織
田
副
会
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
、
二
時
五
十
七
分
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
総
会

で
の
承
認
を
受
け
、
同
日
、
新
役
員
を

決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

◆
役
員
氏
名
（
住
所
）
◆　

＊
敬
称
略

　

会　

長　

杉
田　
　

久
（
大
潟
区
）

　

副
会
長　

田
近　

英
樹
（
南
城
町
一
）

　
　

〃　
　

長
田　

久
夫
（
春
日
野
二
）

　

事
務
長　

池
田　
　

勝
（
上
中
田
）

　

幹　

事　

大
宮　

辰
男
（
板
倉
区
）

　
　

〃　
　

新
保　

一
喜
（
柿
崎
区
）

　
　

〃　
　

石
平
喜
美
子
（
大
和
三
）

　
　

〃　
　

黒
𥔎　

朝
子
（
子
安
）

　
　

〃　
　

高
山
精
次
郎
（
安
江
二
）

　
　

〃　
　

小
池　
　

保
（
柿
崎
区
）

　
会
計
監
事　

市
村　

良
和
（
板
倉
区
）

　
　

〃　
　

田
澤　

光
雄
（
下
門
前
）

シ
ル
バ
ー
会
員
互
助
会
通
信

会
長
就
任
の
ご
挨
拶� 

杉
田
　
久

　

先
般
の
定
時
総
会
で
承
認
を
い
た

だ
き
、
寺
口
前
会
長
の
後
任
と
し
て

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
会
員
の
親

睦
と
融
和
に
よ
り
一
層
、
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

 
互
助
会
定
時
総
会
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
五
月
二
十
六
日
に
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
上
越
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
度
上
越
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の
終

了
後
、
引
き
続
き
会
員
互
助
会
の
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
杉
田
事
務
長
よ
り
議

長
選
出
の
提
案
が
あ
り
、
頸
城
区
の
高

橋
辰
吉
氏
が
満
場
の
同
意
を
得
て
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
議

長
か
ら
議
事
録
署
名
人
と
し
て
石
平
喜

美
子
幹
事
と
新
保
一
喜
幹
事
が
、
書
記

と
し
て
戸
倉
稔
幹
事
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
議
事
に
移
り
、
第
一
号
議

案
「
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て
」、
第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
八

年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
」
事
務

長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
市
村
良
和
監
事

か
ら
監
査
報
告
を
受
け
た
後
、
質
疑
を

受
け
付
け
た
と
こ
ろ
質
疑
は
な
く
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
第
三
号

議
案
「
平
成
二
十

九
年
度
事
業
計
画

（
案
）」、
第
四
号

議
案
「
平
成
二
十

ゴ
ル
フ
同
好
会
が
誕
生
し
ま
し
た

　

互
助
会
で
は
会
員
同
士
が
親
睦

を
目
的
と
し
て
同
好
会
、
サ
ー
ク

ル
を
立
ち
上
げ
る
場
合
に
、
一
定

の
条
件
の
下
で
活
動
助
成
金
を
支

援
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
、
同
好
会
第
一
号
と
し
て

「
ゴ
ル
フ
同
好
会
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

入
会
を
希
望

さ
れ
る
会
員
は

左
記
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

代
表　

長
田　

久
夫

�

（
☎
５
２
３
─
２
３
９
３
）

仲
間
を
募
っ
て
同
好
会
を 

作
り
ま
せ
ん
か
？

　

具
体
的
に
立
上
げ
を
検
討
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
ま
ず
は
、
互
助

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　

互
助
会 

事
務
局　

池
田　

勝

�

（
☎
５
２
５
─
３
３
５
８
）

退任の寺口前会長

杉田新会長

☆
平
成
二
十
九
年
度
行
事
予
定

　
今
年
度
の
互
助
会
の
行
事
予
定
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ

い
て
は
決
定
次
第
、随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
納
涼
会

○
八
月
四
日
㈮
午
後
五
時
～

　

・
内
山
料
理
店
（
春
日
新
田
）

★
研
修
旅
行

○
十
月
十
二
日
㈭
・
十
三
日
㈮

　

＊
未
定

★
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
十
月
中
旬
予
定

　

・�

シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
月
間
に
合
わ

せ
て
、本
所
、頸
北
、板
倉
の
三
ヵ

所
で
実
施
。
詳
細
は
未
定

★
忘
年
会

○
十
二
月
七
日
㈭
午
後
四
時
～

　

＊
会
場
未
定

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

生
き
が
い
第
六
十
三
号
掲
載
以
降
に

亡
く
な
ら
れ
た
三
名
の
会
員
の
皆
さ
ん

に
弔
慰
金
五
千
円
を
支
給
し
、
幹
事
が

お
届
け
し
ま
し
た
。

○
小
川　

勝
治 
様
（
大
貫
三
）

○
平
野　
　

勝 
様
（
下
荒
浜
）

○
鈴
木
満
知
子 

様
（
板
倉
区
）
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事

務

局

だ

よ

り

＊ 

広
報
対
策
部
会
新
メ
ン
バ
ー
紹
介 

＊

部
会
長　

池
田　
　

勝
（
上
中
田
）

副
部
会
長　

上
野　

和
敏
（
春
日
山
町
三
）

委
員　
　

平
山　

一
男
（
頸
城
区
）

委
員　
　

関
川　

雅
夫
（
春
日
新
田
二
）

委
員　
　

藤
𥔎　

太
一
（
三
和
区
）

委
員　
　

池
田
あ
や
子
（
南
高
田
町
）

＊�

今
後
二
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
し
い
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、今
年
の
一
月
以
降
、

本
所
の
嘱
託
職
員
と
頸
北
支
所
の
臨
時

職
員
に
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改

め
て
新
し
い
職
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

会　員　数

（６月30日現在）
1,093名

（男809名／女284名）
本　　所　857名
頸北支所　236名

　

四
月
よ
り
頸
北
支
所
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
臨
時
職
員
の
吉
﨑
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
元
気
溢
れ
る
姿
に
接
し
、

お
客
様
や
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
お
手
伝
い
が
少
し
で
も
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
不
慣
れ
な
点
な
ど
、

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
月
よ
り
本
所
で
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
嘱
託
職
員
の
植
木
で
す
。

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
会
員
の
皆
様
に

は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
日
々
元
気
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
会
員
の
皆
様
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

本所　嘱託職員
飯塚みちる

本所　嘱託職員
植木　幸雄

頸北支所　臨時職員
吉﨑　洋一

　

一
月
か
ら
勤
務
し
始
め
早
半
年
。

未
だ
至
ら
な
い
点
も
多
く
、
諸
先
輩

方
や
会
員
の
皆
様
に
、
文
字
通
り
叱

咤
激
励
い
た
だ
き
な
が
ら
、日
（々
冷

や
）
汗
を
か
き
つ
つ
奮
闘
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
か
ら
信
頼
い
た
だ
け
る

仕
事
が
出
来
る
よ
う
、
今
後
も
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

指
導
下
さ
い
。

安全就業は、
シルバー事業の基本です！

　
〈全国統一安全就業スローガン〉
「事故防止 急ぐな あせるな 気を抜くな」
　
〈新潟県安全就業スローガン〉
１「確実な 動作に宿る 安全就業」
２「まあいいか ゆるんだ気持ちが 
� 事故になる」

＜請負等の仕事＞
■�シルバーが会員に提供する仕事は、家庭や事業所から引き受けた請負や委任での仕
事です。この場合は労災保険の適用にはなりません。自分の健康保険証を使って治
療を受けて下さい。
＜労働者派遣事業等の仕事＞
■労働者派遣事業や職業紹介での仕事における事故で
　ケガをした場合は労災保険の適用になります。
★何れの場合も、治療が優先ですが、事務局へ必ず連絡
　を入れて下さい。休日の場合は　☎０９０－８０８４－２７８６（本所）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９０－８０８４－３０８３（支所）

仕事でケガをした時、忘れないで下さい！

改築される水族博物館での
ピラルク最後の勇姿！
お疲れ様でした。

（撮影：広報対策部　関川雅夫）


